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�
ゆ
う
べ
の
雨
で
生
れ
た
か
、
け

さ
の
光
で
育
っ
た
か
＝
昔
の
小
学
唱

歌
の
一
節
。

　

今
ご
ろ
の
雨
は
植
物
の
生
長
を
促

す
と
こ
ろ
か
ら
「
木
の
葉
お
こ
し
」

と
呼
ん
で
お
り
、
早
く
咲
け
と
花
を

せ
き
た
て
る
雨
と
い
う
こ
と
で

「
催さ

い
か
う

花
雨
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。

　

３
月
は
、
四
分
六
の
割
で
四
分
は

寒
さ
の
残
る
季
節
で
、
こ
の
こ
ろ
の

寒
さ
を
「
寒
の
戻
り
」
と
呼
ぶ
が
、

お
隣
り
の
韓
国
で
は
「
花
を
ね
た
む

寒
さ
」
と
呼
ぶ
そ
う
だ
。

　

東
海
地
方
に
は
「
三
月
の
天
気
は

降
る
、
吹
く
、
ド
ン
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
る
。
低
気
圧
の
通
過
で
雨

が
降
っ
た
翌
日
は
晴
れ
る
が
、
風
が

強
ま
り
、
さ
ら
に
翌
日
は
ド
ン
、
つ

ま
り
曇
っ
て
し
ま
う
と
い
う
意
味

で
、
春
先
の
天
気
の
変
化
の
早
さ
を

言
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

３
月
、
４
月
の
低
気
圧
の
通
る
平

均
回
数
を
調
べ
て
み
る
と
、
２
日
お

き
に
通
る
の
が
13
パ
ー
セ
ン
ト
、
３

日
お
き
が
20
パ
ー
セ
ン
ト
、
４
日
お

き
が
20
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
３
～
４

日
お
き
に
通
る
の
は
約
40
パ
ー
セ
ン

ト
と
多
い
。
つ
ま
り
３
月
は
３
・
５

日
お
き
に
低
気
圧
が
通
り
、「
春
に

三
日
の
晴
れ
な
し
」
で
、
天
気
は
周

期
的
に
変
わ
り
や
す
い
。

　

暦
を
み
る
と
６
日
は
啓け

い

蟄ち
つ

。
冬
ご

も
り
を
し
て
い
た
虫
た
ち
が
、
春
の

気
配
を
感
じ
て
地
上
に
這
い
出
す
日
、

と
い
う
わ
け
だ
が
、
ト
カ
ゲ
や
カ
エ

ル
が
地
上
に
姿
を
み
せ
る
の
は
南
日

本
で
も
下
旬
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

18
日
は
彼
岸
の
入
り
。
子
規
の
句

に
「
毎
年
よ 

彼
岸
の
入
り
に 

寒
い

の
は
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ

寒
さ
が
戻
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て

21
日
は
「
春
分
の
日
」。
こ
の
こ
ろ

か
ら
気
温
は
上
向
き
は
じ
め
、
ツ
バ

メ
初
見
の
便
り
が
南
国
か
ら
届
く
。

ギ
フ
チ
ョ
ウ
も
姿
を
見
せ
る
。

環
境
・
設
備
が
充
実
し
多
彩
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
学

映
画
や
ド
ラ
マ
の
撮
影
依
頼
が
相
次
ぐ

　

若
き
医
師
を
主
人
公
に
し
た
映
画『
神
様
の
カ
ル
テ
２
』が
３
月
21
日（
金・

祝
）
か
ら
公
開
さ
れ
る
。
そ
の
製
作
に
あ
た
り
、本
学
は
撮
影
に
協
力
し
た
。

昨
年
２
月
、
櫻
井 

翔
さ
ん
ら
出
演
俳
優
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
約
70
人
、
車

両
約
20
台
が
本
学
に
集
結
し
、
大
学
の
各
施
設
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
映

画
で
は
数
シ
ー
ン
に
わ
た
っ
て
、
本
学
関
係
者
に
と
っ
て
馴
染
み
深
い
場
所

が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
映
画
は
、
国
民
的
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
・
嵐
の
櫻
井
さ
ん
が
主
演
を
務
め
２
０
１

２
年
に
公
開
さ
れ
て
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た

『
神
様
の
カ
ル
テ
』の
続
編
。夏
川
草
介
氏（
長

野
県
在
住
の
現
役
医
師
）
に
よ
る
同
名
小
説

が
原
作
で
、
前
作
は
実
直
で
心
優
し
い
内
科

医
が
地
方
医
療
の
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
な

が
ら
も
末
期
ガ
ン
患
者
と
向
き
合
い
成
長
し

て
い
く
姿
が
共
感
を
呼
び
、
観
客
動
員
１
５

８
万
人
、
興
行
収
入
18
億
９
千
万
円
を
記
録

し
た
。

　
『
神
様
の
カ
ル
テ
２
』
は
前
作
同
様
、
深

川
栄よ

し
ひ
ろ洋
監
督
が
メ
ガ
ホ
ン
を
取
り
、
櫻
井
さ

ん
、
宮
﨑
あ
お
い
さ
ん
ら
が
出
演
。
主
人
公

の
旧
友
役
と
し
て
新
た
に
藤
原
竜
也
さ
ん
が

登
場
す
る
。
信
州
松
本
を
舞
台
に
、
主
人
公

が
旧
友
の
医
師
と
の
再
会
と
衝
突
を
経
験
し

な
が
ら
も
、
妻
や
患
者
、
友
人
と
の
触
れ
合

い
の
な
か
で
成
長
し
て
行
く
姿
を
描
く
。

　

本
学
は
自
然
環
境
や
病
院
、
研
究
所
な
ど

の
施
設
・
設
備
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
撮
影
依
頼
が
多

く
、
こ
れ
ま
で
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
ド
ラ
マ
『
サ
マ
ー

レ
ス
キ
ュ
ー
～
天
空
の
診
療
所
～
』（
向
井

　

理
さ
ん
主
演
）
を
は
じ
め
数
々
の
作
品
の

撮
影
に
協
力
し
て
き
た
。『
神
様
の
カ
ル
テ
』

の
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
前
に
は

深
川
監
督
以
下
ス
タ
ッ
フ

数
人
が
下
見
に
訪
れ
、
本

学
は
ロ
ケ
地
と
し
て
前
々

か
ら
候
補
に
挙
が
っ
て
い

た
が
、
今
回
の
『
―
２
』

で
撮
影
が
実
現
し
た
。

　

昨
年
２
月
初
旬
か
ら

中
旬
に
か
け
て
計
４
日

間
、
主
演
の
櫻
井
さ
ん
を

は
じ
め
、市
毛
良
枝
さ
ん
、

西
岡
徳
馬
さ
ん
、
佐
藤
二

朗
さ
ん
、
宮
澤
美
保
さ
ん

ら
の
出
演
俳
優
が
本
学
を
訪
れ
て
撮

影
現
場
で
熱
演
。
本
学
職
員
や
そ
の

家
族
ら
約
30
人
も
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し

て
撮
影
に
協
力
し
た
。

　

撮
影
は
、
創
立
30
年
記
念
棟
３
階

や
総
合
歯
科
医
学
研
究
所
の
医
局
、

本
館
６
階
ロ
ビ
ー
お
よ
び
旧
手
術

室
、
本
館
か
ら
図
書
会
館
に
通
じ
る

渡
り
廊
下
な
ど
で
行
わ
れ
た
。
ま
た

本
学
は
、
俳
優
の
控
室
や
ス
タ
ッ
フ

の
食
事
場
所
、
美
術
装
飾
品
の
保
管

場
所
な
ど
に
も
施
設
の
一
部
を
提
供

し
た
。

　

ロ
ケ
地
は
本
学
の
ほ
か
、
松
本
市

内
各
所
、
あ
が
た
の
森
文
化
会
館
、

美
ヶ
原
高
原
な
ど
で
も
撮
影
さ
れ
、

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
信
州
・
松

本
の
風
景
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
伝

え
て
い
る
。

　

松
本
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

は
、
作
品
で
描
か
れ
た
シ
ー
ン
と
ロ

ケ
地
情
報
を
記
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
公
開
に
合
わ
せ
て
配

布
す
る
予
定
。
松
本
市
は
、
前
作
や

山
岳
救
助
を
題
材
に
し
た
『
岳
―

ガ
ク
―
』（
小
栗 

旬
さ
ん
主
演
）
に

続
い
て
、『
神
様
の
カ
ル
テ
２
』
を

観
光
振
興
に
寄
与
す
る
映
画
と
し
て

「
松
本
シ
ネ
マ
」
第
３
号
に
認
定
し
、

観
光
客
誘
致
に
力
を
入
れ
る
。

　

映
画
は
21
日
か
ら
全
国
東
宝
系
映

画
館
で
公
開
。
本
学
本
館
北
棟
１
階

売
店
で
は
、
松
本
シ
ネ
マ
ラ
イ
ツ
の

特
別
前
売
り
券
を
１
３
０
０
円
で
販

売
し
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
度
共
用
試
験
Ｃ
Ｂ
Ｔ

（Com
puter Based Testing:

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
客
観
試
験
）

が
２
月
７
日
（
金
）、
キ
ャ
ン
パ
ス
・

イ
ン
１
０
１
教
室
で
行
わ
れ
、
第
４

学
年
生
54
人
が
受
験
し
た
。

　

Ｃ
Ｂ
Ｔ
は
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（Objective 

Structured Clinical Exam
ination

＝
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
・
１
月
25

日
（
土
）
に
実
施
）
と
と
も
に
、
文

部
科
学
省
の
臨
床
実
習
前
試
験
の
共

用
試
験
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、
基
本
的
知
識
と
問
題
解
決
能
力

を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

問
題
は
単
純
５
肢
択
１
、
多
選
択

２
連
問
、
順
次
解
答
２
連
問
、
順
次

解
答
４
連
問
形
式
か
ら
な
っ
て
お

り
、学
生
は
計
３
２
０
問
題
に
対
し
、

約
６
時
間
か
け
て
取
り
組
ん
だ
。

　

ま
た
、
社
団
法
人
医
療
系
大
学
間

共
用
試
験
実
施
評
価
機
構
か
ら
モ
ニ

タ
ー
委
員
と
し
て
、
岡
山
大
学
・
松

本
卓
也
教
授
と
日
本
歯
科
大
学
・
松

野
智
宣
准
教
授
に
、
本
学
の
試
験
が

厳
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
ご
評

価
い
た
だ
い
た
。

　

試
験
終
了
後
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

で
は
、
本
学
の
受
験
環
境
が
優
れ
て

い
る
こ
と
、
学
生
が
試
験
問
題
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
点
な
ど
好
評

価
を
い
た
だ
い
た
。
多
く
の
方
々
に

運
営
面
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
し
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
設
備
や
運
営
の
改
善

に
加
え
、
総
合
講
義
を
は
じ
め
と
す

る
教
育
面
の
充
実
に
よ
り
、
共
用
試

験
へ
の
対
応
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
実
施
責
任
者　
　

口
腔
解
剖
学
第
２
講
座　

教
授　
中
村
浩
彰
）

共用試験 CBT

第 4学年生が受験
320問に真剣に取り組む

宮澤美保さんと佐藤二朗さんが出演した撮影シーン（上） ／本館 6 階で撮影準備をするスタッフ（下）

緊張した面持ちで CBT に臨む学生たち

本館北棟売店では特別前売り券を販売中

映画『神様のカルテ２』に本学が撮影協力
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外
科
が
「ソ
ト
科
」
で
あ
っ
た
時
代

主張

東
京
医
科
歯
科
大
の
研
究
グ
ル
ー
プ

骨
の
量
を
調
節
す
る
遺
伝
子
発
見

総
歯
研
・
小
林
泰
浩
准
教
授
ら
が
実
験
を
サ
ポ
ー
ト

　

大
寒
の
な
か
、
１
月
31
日
（
金
）

か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
、
徳
島
大
学

大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
部
が
主
催
す
る
大
学
院
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
淡
路
島
洲
本
温

泉
に
て
大
学
院
ミ
ニ
リ
ト
リ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
、
特
別
講
演
の
演
者
と
し

て
、
本
学
口
腔
生
化
学
講
座
・
宇
田

川
信
之
教
授
（
学
長
補
佐
）
が
参
加

し
た
。

　

徳
島
大
学
は
、医
学
・
歯
学
・
薬
学
・

栄
養
学
・
保
健
学
に
跨
る
医
療
系
大

学
院
教
育
の
組
織
横
断
的
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
の
た
め
、
６
つ

の
部
門
に
分
か
れ
た
ミ
ニ
リ
ト
リ
ー

ト
と
よ
ば
れ
る
講
演
会
を
実
施
し
て

い
る
。
今
回
、
徳
島
大
学
口
腔
顎
顔

面
矯
正
学
分
野
の
田
中
栄
二
教
授
が

代
表
世
話
人
と
し
て
開
催
し
た
「
骨

と
カ
ル
シ
ウ
ム
」
ク
ラ
ス
タ
ー
に
お

い
て
、
宇
田
川
教
授
は
「
生
命
を
支

え
て
い
る
臓
器
と
し
て
の
骨
組
織

―
歯
周
疾
患
と
骨
粗
鬆
症
と
の
関
連

―
」
と
題
す
る
特
別
講
演
を
行
い
大

変
好
評
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
宇
田
川
教
授
は
院
生
10
人

の
研
究
発
表
に
対
し
て
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
た
。
歯
学
分
野
の
み
な

口腔生化学講座・宇田川信之教授

徳島大学大学院ミニリトリートで特別講演
～「骨とカルシウム」クラスター～

ら
ず
、
医
学
や
栄
養
学
を
専
攻
し
て

い
る
院
生
が
発
表
し
た
骨
・
カ
ル
シ

ウ
ム
・
筋
肉
・
脂
質
代
謝
に
関
す
る

基
礎
的
・
臨
床
応
用
的
研
究
内
容
は

と
て
も
レ
ベ
ル
が
高
い
も
の
で
あ

り
、優
秀
発
表
者
３
人
が
選
ば
れ
た
。

　
「
リ
ト
リ
ー
ト
」
と
は
、
日
常
生

活
か
ら
離
れ
討
論
な
ど
に
没
頭
す
る

場
所
を
示
す
言
葉
で
、
こ
の
講
演
会

で
は
外
部
講
師
、
指
導
教
員
お
よ
び

院
生
が
自
由
か
つ
活
発
に
討
論
を
繰

り
広
げ
て
い
た
。

２週連続の記録的大雪

キャンパスは白一色

　

骨
粗
鬆
症
は
、
骨
が
減
る
病
気
で

あ
る
。
骨
を
作
る
量
が
減
る
か
あ
る

い
は
、
溶
か
す
量
が
増
え
る
と
骨
粗

鬆
症
に
な
る
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
野
田
政
樹

教
授
・
江
面
陽
一
准
教
授
の
研
究
グ

ル
ー
プ
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
と
本

学
総
合
歯
科
医
学
研
究
所
の
小
林
泰

浩
准
教
授
ら
は
、
骨
の
量
を
調
節
す

る
遺
伝
子
を
発
見
し
、２
月
４
日（
火
）

に
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
紀
要
電
子

版
に
発
表
し
た
。

　

RANKL
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質

が
そ
の
受
け
手
で
あ
るRANK

受

容
体
に
結
合
す
る
と
、
破
骨
細
胞
に

な
る
前
段
階
の
細
胞
は
骨
を
溶
か
す

破
骨
細
胞
に
な
る
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
野
田
教

授
・
江
面
准
教
授
ら
は
、
遺
伝
子

Cnot3

がRANK

受
容
体
を
増
え

す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
、
体
の
な
か
で

破
骨
細
胞
が
で
き
過
ぎ
な
い
よ
う
に

調
節
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
つ
ま

り
、Cnot3

は
破
骨
細
胞
の
で
き
方

を
抑
制
す
る
遺
伝
子
で
あ
る
こ
と
を

発
見
し
た
。

　

さ
ら
に
、Cnot3

がRANK

受

容
体
タ
ン
パ
ク
質
に
な
る
前
の
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
減
ら
す
こ
と

が
分
か
っ
た
。
こ
の
分
子
は
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
合
成
を
妨
害
す

る
の
で
は
な
く
、
作
ら
れ
た
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
分
解
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

小
林
准
教
授
ら
は
、
こ
のCnot3

の
働
き
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

実
験
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
将
来
こ
の

Cnot3

を
破
骨
細
胞
の
な
か
で
増
や

す
よ
う
な
薬
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
新

た
な
骨
粗
鬆
症
の
薬
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
今
後
の
研
究
の
進
展
が
非

常
に
楽
し
み
で
あ
る
。

未曾有の大雪に大学除雪車両がフル稼働

道の両脇に積まれた雪は壁のよう

ミニリトニートの参加者（中央が宇田川教授）

　

医
学
・
医
療
は
外
科
系
と
内
科
系

に
２
大
別
さ
れ
る
。
開
腹
手
術
な
ど

か
ら
だ
の
内
部
に
メ
ス
を
加
え
る
の

が
外
科
で
、
聴
診
や
打
診
な
ど
、
か

ら
だ
の
外
側
か
ら
の
診
察
に
頼
っ
て

い
る
の
が
内
科
だ
か
ら
、
現
代
の
感

覚
か
ら
す
る
と
、
名
称
的
に
は
逆
転

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
医
学
の
歴
史
を
学
ん

で
み
れ
ば
、
わ
ず
か
百
数
十
年
前
ま

で
は
、
外
科
は
文
字
ど
お
り
に
か
ら

だ
の
外
側
の
み
を
治
療
対
象
と
し
た

「
ソ
ト
科
」
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

古
代
に
お
い
て
は
、
病
気
は
神
や

悪
霊
な
ど
の
超
自
然
的
存
在
の
影
響

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
神
や
仏
な
ど

の
怒
り
を
な
だ
め
、
そ
れ
ら
の
救
済

を
求
め
る
た
め
に
祈
り
を
捧
げ
る
神

官
や
僧
侶
、
あ
る
い
は
悪
霊
を
払
う

呪
い
師
や
魔
法
使
い
が
最
初
の
医
療

者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
神
な
ど
の
超

自
然
的
存
在
の
権
威
を
背
景
に
し
た

高
貴
な
身
分
を
誇
示
し
て
治
療
に
あ

た
っ
て
い
た
か
ら
、
ガ
ウ
ン
や
マ
ン

ト
な
ど
そ
の
身
分
に
ふ
さ
わ
し
い
容

儀
や
服
装
を
も
整
え
て
い
た
。
い
わ

ゆ
る
「
長
衣
の
医
者
」
で
あ
り
、
手

塚
治
虫
の
漫
画
「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ

ク
」
の
主
人
公
の
服
装
に
も
そ
の
名

残
が
み
ら
れ
る
。

　

一
方
、
現
実
の
生
活
場
面
で
は
、

外
科
的
医
療
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も

少
な
く
は
な
か
っ
た
。
闘
争
や
事
故

で
の
外
傷
、
と
り
わ
け
絶
え
間
な
く

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
戦
争
で
は
、
大

量
の
負
傷
者
が
出
て
、
矢
を
抜
い
た

り
、
出
血
を
止
め
た
り
す
る
医
療
行

為
が
欠
か
せ
な
い
。
傷
が
化
膿
し
て

腫
れ
上
が
れ
ば
切
開
し
て
排
膿
す
る

必
要
が
あ
る
し
、
イ
ボ
な
ど
の
腫
瘍

の
切
除
も
求
め
ら
れ
る
。
強
烈
な
歯

の
痛
み
に
対
し
て
は
、
長
ら
く
抜
歯

が
唯
一
絶
対
の
治
療
法
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
医
療
行
為
で
は
、
術

者
が
血
や
膿
に
ま
み
れ
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
な
い
。
高
貴
な
「
長
衣
の
医

者
」（
中
世
の
西
欧
に
お
い
て
は
ほ

と
ん
ど
が
聖
職
者
を
兼
ね
て
い
た
）

が
、
そ
う
し
た
汚
物
に
手
を
触
れ
る

こ
と
を
好
む
は
ず
も
な
か
っ
た
。
医

聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
有
名
な「
誓
い
」

の
な
か
に
も
「
結
石
の
手
術
は
神
か

け
て
し
な
い
。
そ
れ
を
業
と
す
る
者

に
委
ね
る
」
と
の
一
節
が
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
「
卑
し
い
仕
事
」
は
医
師

で
は
な
く
格
下
の
職
人
に
任
せ
る
べ

き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

近
世
以
前
の
西
欧
で
実
際
に
上
記

の
よ
う
な
外
科
的
医
療
を
担
当
し
て

い
た
の
は
、
剃
刀
を
使
い
慣
れ
て
い

た
床
屋
で
あ
っ
た
。
腫
瘍
の
切
除
や

抜
歯
は
も
と
よ
り
、
結
石
に
よ
る
尿

閉
で
七
転
八
倒
し
て
い
る
患
者
に
は

会
陰
部
に
切
り
込
ん
で
の
手
術
（
死

亡
率
も
高
か
っ
た
が
…
）
も
行
わ
れ

た
。
現
代
の
理
髪
店
の
前
の
サ
イ
ン

ポ
ー
ル
は
、赤
＝
動
脈
、青
＝
静
脈
、

白
＝
包
帯
を
表
し
て
い
て
、
昔
の
床

屋
医
者barber-surgeon 
の
名
残

で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
の
仕
事
着
か
ら

「
短
衣
の
医
者
」
と
呼
ば
れ
た
。

　

た
だ
し
、「
短
衣
の
医
者
」
の
仕

事
の
対
象
は
、「
か
ら
だ
の
外
側
」

に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
体
内
の
内
臓

な
ど
に
安
易
に
手
を
触
れ
る
こ
と
は

絶
対
的
な
禁
忌
で
あ
っ
た
。
無
菌
状

態
の
腹
腔
内
な
ど
へ
の
感
染
は
、
20

世
紀
以
降
に
有
効
な
抗
菌
薬
が
登
場

す
る
ま
で
は
、
確
実
に
致
命
的
な
結

果
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
が
国

の
「
切
腹
」
が
死
と
同
義
と
さ
れ
て

い
た
の
も
当
然
で
あ
り
、
帝
王
切
開

は
母
親
の
命
を
捨
て
て
胎
児
を
助
け

る
究
極
の
選
択
で
あ
っ
た
。
19
世
紀

末
に
な
る
ま
で
は
、
開
腹
手
術
は
殺

人
行
為
と
同
然
で
あ
っ
た
か
ら
、
虫

様
突
起
炎
（
い
わ
ゆ
る
盲
腸
炎
）
で

死
ぬ
人
が
少
な
く
は
な
か
っ
た
事
実

が
あ
る
。

　

19
世
紀
半
ば
に
、
２
つ
の
新
技
術

＝
麻
酔
と
防
腐
法
に
よ
っ
て
外
科
医

療
に
革
命
が
生
じ
た
。い
わ
ゆ
る「
外

科
の
夜
明
け
」
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

の
２
人
の
歯
科
医
師
、
ウ
ェ
ル
ズ
と

モ
ー
ト
ン
が
発
見
し
た
全
身
麻
酔
法

が
、
い
か
な
る
大
手
術
で
も
痛
み
と

シ
ョ
ッ
ク
を
最
小
限
な
も
の
と
す
る

こ
と
を
可
能
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
は

ほ
ぼ
必
然
的
な
術
後
合
併
症
と
考
え

ら
れ
て
い
た
感
染
も
、
病
原
微
生
物

の
存
在
を
認
識
し
た
外
科
医
た
ち

が
、
防
腐
法
（
消
毒
法
）
さ
ら
に
は

無
菌
法
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
確
実
に
防
止
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
か
つ
て
は

絶
対
に
手
を
触
れ
て
は
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
き
た
内
臓
な
ど
か
ら
だ
の
内

部
も
、
外
科
医
療
の
主
要
な
対
象
と

な
り
、
外
科
医
の
社
会
的
な
評
価
も

高
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
外
科
系
医
療
に
一
翼
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
歯
科
医
療
で
あ
る

が
、
現
時
点
は
百
数
十
年
前
の
外
科

と
同
じ
よ
う
に
「
夜
明
け
前
」
に
あ

る
と
考
え
た
い
。
人
口
の
高
齢
化
が

進
行
す
る
な
か
で
、
人
び
と
の
医
療

へ
の
期
待
は
「
延
命
」
か
ら
「
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
維
持
向
上
」
へ
と
様
変
わ
り
し

つ
つ
あ
る
。
再
生
医
療
や
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
と
い
っ
た
革
新
的
技
術
は
、

歯
科
医
療
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
て
い

く
に
違
い
な
い
。
古
い
「
常
識
」
に

囚
わ
れ
ず
に
、
新
し
い
歯
科
医
療
の

地
平
を
拓
く
こ
と
を
、
と
く
に
若
い

諸
君
に
期
待
し
た
い
。 （
笠
原　

浩
）

　

２
月
８
日
（
土
）、
本
州
の
南
海

上
を
急
速
に
発
達
し
な
が
ら
進
ん
だ

低
気
圧
の
影
響
で
、
関
東
甲
信
を
中

心
に
雪
が
未
明
か
ら
ほ
ぼ
終
日
降
り

続
き
、
記
録
的
な
大
雪
を
も
た
ら
し

た
。

　

松
本
は
午
後
９
時
ま
で
の
24
時
間

降
雪
量
が
全
国
で
２
番
目
の
49
セ
ン

チ
を
記
録
。
塩
尻
の
積
雪
も
48
セ
ン

チ
と
な
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
も
大
雪
に

見
舞
わ
れ
た
。
大
学
施
設
の
保
守
管

理
を
担
当
す
る
ス
コ
ラ
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
の
作
業
員
が
除
雪
に
奮
闘
し

た
。
か
い
て
も
か
い
て
も
雪
は
降
り

や
ま
ず
、
10
日
（
月
）
の
朝
ま
で
泊

り
が
け
で
の
除
雪
作
業
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
14
日
（
金
）
か
ら
翌
15
日

（
土
）
に
か
け
て
、
ま
た
ま
た
南
岸

低
気
圧
の
影
響
で
東
日
本
を
中
心
に

雪
が
降
り
続
き
、
松
本
・
木
曽
地
方

を
ド
カ
雪
が
襲
っ
た
。
長
野
地
方
気

象
台
に
よ
る
と
松
本
市
で
は
８
日
の

残
雪
と
合
わ
せ
て
積
雪
75
セ
ン
チ
を

観
測
し
、
86
年
ぶ
り
に
２
月
の
積
雪

記
録
を
更
新
し
た
。

　

本
学
で
は
前
週
と
同
様
に
、
大
学

除
雪
車
両
や
小
型
除
雪
機
が
フ
ル
稼

働
。
17
日
（
月
）
の
通
学
・
出
勤
時

に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
主
な
道
は
除
雪

が
ゆ
き
届
い
て
支
障
は
な
か
っ
た

が
、
あ
ま
り
の
雪
の
多
さ
に
作
業
は

14
日
夕
刻
か
ら
18
日
（
火
）
ま
で
連

日
続
け
ら
れ
た
。
か
い
た
雪
は
大
学

内
の
各
所
に
う
ず
高
く
積
ま
れ
、
白

い
壁
を
つ
く
っ
た
。
学
生
寮
キ
ャ
ン

パ
ス
イ
ン
の
通
路
は
除
雪
機
を
使
え

ず
ス
コ
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
社
員
が
総
出

で
雪
か
き
を
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
２
週
連
続
の
大
雪
に

驚
い
た
様
子
で
、
白
い
雪
道
を
踏
み

し
め
て
大
学
に
通
い
、
進
級
試
験
な

ど
を
控
え
て
勉
強
に
励
ん
で
い
た
。

　

先
月
、
関
東
甲
信
地
方
は
記
録
的

な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
国
道
な
ど
で

何
百
台
の
車
が
動
け
な
い
状
況
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
週
末
に
東
京
に
出

か
け
て
い
た
家
内
も
、
高
速
バ
ス
や

中
央
線
の
電
車
も
運
休
に
な
っ
た
た

め
、
松
本
に
帰
っ
て
来
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
、
今
か
ら
30
年
前
ご
ろ
私
の
経
験

し
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
そ

の
時
も
、
特
急
あ

ず
さ
で
東
京
か
ら

塩
尻
に
向
か
っ
て

い
た
の
で
す
が
、

竜
王
と
い
う
駅
の
付
近
（
山
梨
県
）

で
雪
の
た
め
電
車
が
立
ち
往
生
し
て
、

そ
こ
で
一
晩
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
塩
尻
に
着
い
た
の
は
予
定
時

間
の
大
体
24
時
間
後
で
し
た
。

　

今
回
も
ニ
ュ
ー
ス
で
長
野
県
を
は

じ
め
、
埼
玉
県
や
群
馬
県
で
も
大
勢

の
人
が
電
車
の
な
か
で
一
夜
を
明
か

し
た
と
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の
時
も

お
弁
当
が
配
ら
れ
、
真
夜
中
に
ど
こ

か
の
新
聞
記
者
の
人
が
乗
っ
て
来
て

取
材
の
写
真
を
撮
っ
て
い
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
私
は
こ
の
時
初
め
て
「
立

ち
往
生
」
と
い
う
日
本
語
を
覚
え
ま

し
た
。
英
語
で
は
、
次
の
よ
う
に
言

い
ま
す
。

　

Trains w
ere brought to a 

standstill due to heavy snow.

（
列
車
は
大
雪
の
た
め
立
ち
往
生
し

た
。）

　

Cars and trucks were stuck 
on the expressway.

（
車
や
ト
ラ

ッ
ク
は
高
速
道
路
で
動
け
な
く
な
っ

た
。） カールソンの

英語 ! ! !

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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松本歯科大学市民公開講座
全４回受講の皆さんに受講修了証を授与

　

塩
尻
市
と
塩
尻
市
教
育
員
会
の
後
援
を
受
け
て
１
月
よ
り
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
松
本
歯
科
大
学
市
民
公
開
講
座

は
２
月
に
２
回
行
わ
れ
、
１
日
（
土
）
に
障
害
者
歯
科
学
講
座
の

小
笠
原　

正
教
授
が
「
口
腔
ケ
ア
で
健
康
長
寿
」、
22
日
（
土
）
に

病
院
総
合
診
療
室
の
安
東
信
行
講
師
が
「
お
子
さ
ん
の
お
口
は
大

丈
夫
？
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
全
４
回
を
受
講
し
た
人
は
８
人

お
り
、
本
学
「
地
域
を
志
向
し
た
大
学
へ
の
整
備
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
の
増
田
裕
次
教
授
か
ら
受
講
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

小
笠
原
教
授
は
冒
頭
で
、「
よ
く

食
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
タ
ン
パ
ク
質

を
十
分
に
摂
取
す
れ
ば
、
身
体
機
能

や
生
活
機
能
、
免
疫
機
能
を
維
持
で

き
、要
介
護
状
態
や
重
度
化
を
予
防
、

ひ
い
て
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
・
向
上
に

つ
な
が
り
ま
す
」
と
説
き
、
そ
れ
に

は
常
に
口
の
中
の
清
潔
・
保
湿
を
心

掛
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
強
調

し
た
。

　

ま
た
摂
食
・
嚥
下
障
害
に
つ
い
て

も
解
説
し
、
む
せ
る
、
声
が
か
す
れ

る
、
痩
せ
て
く
る
、
咳
き
込
む
な
ど

嚥
下
障
害
を
疑
う
所
見
が
み
ら
れ
た

場
合
は
、
相
談
先
と
し
て
長
野
県
摂

食
・
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実

施
施
設
な
ど
を
紹
介
し
た
。
リ
ハ
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
摂
食
・
嚥
下

機
能
を
正
し
く
評
価
し
て
、
適
切
で

安
全
な
食
事
の
提
供
や
機
能
向
上
の

た
め
の
訓
練
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

話
し
、
最
後
に
「
口
腔
ケ
ア
は
お
い

し
く
食
べ
る
前
提
条
件
で
あ
り
、
健

康
長
寿
延
伸
へ
の
第
一
歩
で
す
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

　

安
東
講
師
は
、
む
し
歯
の
原
因
菌

で
あ
る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
が
砂
糖
な

ど
と
結
び
付
い
て
酸
を
つ
く
り
エ
ナ

メ
ル
質
を
溶
か
し
て
し
ま
う
こ
と
を

説
明
し
、「
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
は
母

親
や
家
族
か
ら
う
つ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
乳
歯
の
生
え
始
め
の
時
期
に
感

染
が
始
ま
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
家

族
全
員
が
自
分
の
口
の
な
か
の
細
菌

を
減
ら
す
よ
う
口
腔
ケ
ア
を
心
掛

け
、
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
歯
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
た
。

　

歯
ブ
ラ
シ
を
ペ
ン
グ
リ
ッ
プ
で
持

ち
細
か
く
振
動
さ
せ
る
歯
磨
き
方
法

や
、
だ
ら
だ
ら
と
間
食
を
せ
ず
に
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
規
則
正
し
い

食
事
を
す
る
こ
と
な
ど
を
ア
ド
バ
イ

ス
。
フ
ッ
素
や
キ
シ
リ
ト
ー
ル
の
む

し
歯
予
防
効
果
も
解
説
し
た
。

　

講
終
了
後
、
修
了
証
を
手
に
し
た

受
講
者
は
「
こ
の
公
開
講
座
を
通
じ

医
師
・
歯
科
医
師
・
看
護
師
ら
が
腫
瘍
退
縮
効
果
を
討
論

「
が
ん
の
樹
状
細
胞
ワ
ク
チ
ン
療
法
」
第
６
回
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

　

本
学
病
院
で
は
、
患
者
自
身
の
免

疫
担
当
細
胞
を
用
い
て
が
ん
細
胞
を

撃
退
す
る
「
樹
状
細
胞
ワ
ク
チ
ン
療

法
」
を
２
０
１
０
年
５
月
か
ら
開
始

し
て
い
る
。
樹
状
細
胞
ワ
ク
チ
ン
療

法
室
の
前
島
信
也
室
長（
医
科
院
長
・

内
科
学
教
授
）
と
宇
田
川
信
之
副
室

長
（
口
腔
生
化
学
講
座
教
授
）
が
中

心
と
な
っ
て
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
の
下

で
運
営
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
延
べ

１
４
５
人
の
治
療
に
あ
た
っ
て
き
た
。

　

本
療
法
は
、
信
州
大
学
医
学
部
附

属
病
院
先
端
細
胞
治
療
セ
ン
タ
ー

（
下
平
滋
隆
教
授
）
と
の
共
同
研
究

で
あ
り
、
２
月
７
日
（
金
）
に
本
学

創
立
30
年
記
念
棟
「
常
念
岳
」
の
間

に
て
、
20
人
を
超
え
る
医
師
・
歯
科

医
師
・
看
護
師
、
培
養
担
当
の
研
究

者
ら
が
集
ま
り
、
第
６
回
合
同
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、

前
島
室
長
が
「
悪
性
神
経
膠
腫
に
対

す
る
Ｗ
Ｔ
１
ペ
プ
チ
ド
を
腫
瘍

抗
原
と
し
た
樹
状
細
胞
ワ
ク

チ
ン
療
法
」
と
題
し
た
研
究
報

告
を
行
い
、
本
療
法
の
腫
瘍
退

縮
効
果
に
つ
い
て
討
論
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

信
州
大
学
の
下
平
教
授
か

ら
は
「
今
後
の
新
し
い
樹
状
細

胞
療
法
の
あ
り
方
」
が
提
案

さ
れ
た
。
ま
た
、「
樹
状
細
胞

療
法
に
お
け
るELISpot

法

を
用
い
た
免
疫
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

法
の
確
立
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
吉
澤
清
司
技
師（
信
州
大
学
）

に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
、
本
療

法
の
新
し
い
特
異
的
免
疫
誘

導
の
指
標
と
し
て
の
有
用
性
が

示
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
御
子
柴
嘉
穂
里
看
護
師

（
本
学
樹
状
細
胞
ワ
ク
チ
ン
療
法
室
）

が
「G-CSF

投
与
に
よ
る
ワ
ク
チ

ン
製
造
本
数
の
増
強
効
果
」
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

　

が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第
１

位
で
、
常
に
新
し
い
治
療
法
が
求
め

講演する小笠原教授

受講修了証書を手にした皆さんと増田教授（左）、安東講師（右）
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•
•
•
•
•
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•
•
•
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•
•
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•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

ら
れ
て
い
る
。
樹
状
細
胞
ワ
ク
チ
ン

療
法
と
は
、
本
来
人
間
が
備
え
る
が

ん
に
対
す
る
免
疫
反
応
を
利
用
す
る

「
が
ん
ワ
ク
チ
ン
療
法
」
の
ひ
と
つ
。

樹
状
細
胞
ワ
ク
チ
ン
療
法
は
、
こ
の

樹
状
細
胞
を
体
外
に
お
い
て
培
養
し
、

患
者
の
が
ん
組
織
の
特
徴
を
認
識
さ

せ
て
か
ら
体
内
に
戻
し
、
リ
ン
パ
球

に
そ
の
特
徴
を
持
つ
が
ん
細
胞
を
狙

っ
て
攻
撃
さ
せ
る
新
し
い
が
ん
免
疫

療
法
で
あ
る
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
三
の
矢
と
し

て
成
長
戦
略
が
叫
ば
れ
、
再
生
・
細

胞
医
療
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
細

胞
医
療
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
今

後
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
や
免
疫
担
当
細
胞
を

用
い
た
医
療
を
規
制
す
る
新
た
な
法

制
度
に
も
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
、
樹
状
細
胞
ワ
ク
チ
ン
療

法
の
治
療
効
果
を
高
め
る
た
め
に

も
、
本
学
に
お
け
る
臨
床
的
研
究
が

さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

（
口
腔
生
化
学
講
座　

准
教
授　

中
村
美
ど
り
）

て
、
歯
の
大
切
さ
に
つ
い
て
認
識
が

深
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
口
腔
ケ
ア

を
し
っ
か
り
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
た
。　

　

な
お
、
15
日
（
土
）
に
歯
科
補
綴

学
講
座
の
黒
岩
昭
弘
教
授
が
「
入
れ

歯
と
上
手
く
つ
き
あ
う
方
法
」
と
題

し
て
講
演
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
前

日
か
ら
雪
が
降
り
続
い
て
記
録
的
な

大
雪
と
な
り
交
通
網
が
ま
ひ
し
た
た

め
、
や
む
を
え
ず
中
止
と
な
っ
た
。

受
講
希
望
者
か
ら
は
「
興
味
の
あ
る

テ
ー
マ
な
の
で
、
日
を
あ
ら
た
め
て

実
施
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
相

次
い
だ
た
め
、
４
月
５
日
（
土
）
に

本
学
病
院
会
議
室
に
お
い
て
市
民
公

開
講
座
と
し
て
実
施
す
る
。

　

増
田
教
授
は
「
こ
れ
か
ら
も
本
学

と
市
が
連
携
し
、
口
の
健
康
の
意
識

を
地
域
ぐ
る
み
で
高
め
、
市
民
の
健

康
増
進
の
た
め
、
活
気
あ
る
地
域
社

会
の
構
築
の
た
め
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
」
と
、
今
後
の
展
開
に
意
欲
を

示
し
て
い
た
。

　

１
月
30
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分

よ
り
、
安
全
衛
生
委
員
会
お
よ
び
管

理
課
課
員
に
よ
り
２
０
１
３
年
度
安

全
衛
生
年
間
計
画
に
基
づ
く
職
場
巡

視
を
実
施
し
た
。

　

本
年
は
、
本
館
５
階
か
ら
１
階
に

か
け
て
各
講
座
の
教
授
室
・
医
局
・

研
究
室
を
、
東
棟
・
西
棟
の
２
班
に

分
か
れ
て
巡
視
し
た
。
昨
年
10
月
に

発
生
し
た
福
岡
市
の
整
形
外
科
医
院

で
の
火
災
事
案
も
あ
り
、
火
災
発
生

要
因
と
な
る
も
の
を
特
に
重
点
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
補
助
暖
房
機
器
の
届

出
と
設
置
状
況
が
適
切
か
、
灯
油
の

保
管
方
法
は
適
切
か
、
コ
ン
セ
ン
ト

の
タ
コ
足
配
線
に
よ
り
容
量
オ
ー
バ

ー
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
コ
ン
セ
ン

ト
接
続
部
の
ほ
こ
り
の
有
無
な
ど
を

中
心
に
点
検
し
た
。

　

灯
油
の
保
管
方
法
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
周
知
・
徹
底

し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
保
管
用
コ

ン
テ
ナ
を
設
置
し
適
切
に
管
理
し
て

い
る
講
座
が
大
多
数
で
あ
っ
た
が
、

な
か
に
は
フ
タ
を
開
け
て
給
油
ポ
ン

プ
を
入
れ
た
ま
ま
保
管
し
て
い
る
講

座
も
見
受
け
ら
れ
た
。
灯
油
タ
ン
ク

が
転
倒
し
灯
油
が
こ
ぼ
れ
た
際
に
は

重
大
な
火
災
発
生
の
恐
れ
も
あ
る
た

め
、
職
場
巡
視
終
了
後
、
そ
の
他
の

指
摘
事
項
と
と
も
に
学
内
通
知
に
て

注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

　

冬
期
の
補
助
暖
房
の
使
用
に
つ
い

て
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
適
切
に

使
用
・
管
理
す
る
こ
と
で
重
大
火
災

防
止
へ
と
つ
な
が
る
。
ま
だ
ま
だ
寒

い
日
が
続
き
補
助
暖
房
の
ス
イ
ッ
チ

を
オ
ン
に
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
う

が
、
同
時
に
防
火
意
識
も
オ
ン
に
し

て
、
引
き
続
き
適
切
な
使
用
・
管
理

を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
安
全
衛
生
委
員
会
委
員　

総
務
課
事
務
員　

林　

智
彦
）

　

本
学
病
院
に
て
研
修
を
行
っ
て
い

る
臨
床
研
修
歯
科
医
の
症
例
報
告
会

が
２
月
21
日
（
金
）、
22
日
（
土
）

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
図
書
会
館
学

生
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
歯
周
病
科
科
長
で
あ
る
吉

成
伸
夫
教
授
よ
り
「
今
行
っ
て
い
る

症
例
は
、
学
生
時
代
に
学
習
し
て
き

た
も
の
と
は
違
う
観
点
か
ら
治
療
を

行
う
こ
と
で
非
常
に
意
義
が
あ
る
。

活
発
な
質
疑
を
期
待
し
た
い
」
と
い

う
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
臨
床
研
修
歯
科
医
40
人

が
、
各
々
の
臨
床
研
修
に
お
い
て
１

口
腔
単
位
に
て
初
診
か
ら
治
療
終
了

ま
で
診
査
・
診
断
・
治
療
計
画
立
案

を
含
め
て
関
わ
っ
た
症
例
に
つ
い
て
、

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
報
告
し
た
。
発

表
内
容
は
、
全
身
疾
患
を
有
す
る
患

者
の
歯
科
医
療
を
含
む
、
保
険
診
療

を
中
心
と
し
た
全
身
管
理
を
含
む
、

う
蝕
な
ら
び
に
歯
周
病
治
療
か
ら
始

ま
り
、
小
外
科
手
術
を
含
み
補
綴
治

療
に
至
る
ま
で
の
多
岐
に
わ
た
る
症

例
で
あ
っ
た
。

　

発
表
は
座
長
と
し
て
篠
原　

淳
口

腔
外
科
科
長
を
は
じ
め
と
し
た
副
プ

ロ
グ
ラ
ム
責
任
者
の
先
生
方
の
進
行

の
下
、
多
岐
に
わ
た
る
症
例
内
容
に

対
し
て
は
臨
床
研
修
医
同
志
の
間
で

も
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
多
数
の
指
導
歯
科

医
の
ご
出
席
が
あ
り
、
黒
岩
昭
弘
教

授
（
補
綴
科
科
長
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅱ

責
任
者
）
を
は
じ
め
指
導
歯
科
医
の

先
生
方
か
ら
は
症
例
に
対
す
る
質
疑

の
み
な
ら
ず
施
術
時
の
注
意
や
発
表

者
へ
の
将
来
へ
の
示
唆
な
ど
が
行
わ

れ
た
。

　

本
学
は
、
歯
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
お
い
て
臨
床
実
習
も
１
口
腔
単
位

の
患
者
実
習
を
目
指
し
て
お
り
、
こ

れ
が
卒
業
後
の
臨
床
研
修
に
充
分
反

映
さ
れ
て
い
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
山
本
昭
夫
研
修
管
理
委
員

長
か
ら
「
本
症
例
報
告
は
あ
く
ま
で

も
長
い
臨
床
経
験
の
通
過
点
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
弛
ま
ぬ
努
力
を
期
待
し

た
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ

た
。

　

症
例
報
告
会
に
至
る
臨
床
研
修
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
学
病
院
臨
床
研

修
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く

の
指
導
歯
科
医
の
先
生
方
、
協
力
型

施
設
の
先
生
方
、
そ
し
て
大
学
病
院

の
事
務
の
方
々
の
ご
指
導
の
賜
物
で

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
関
係
各

位
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
病
院
総
合
診
療
室
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅰ
責
任
者

　
　
　
　
　
　
　

臨
床
研
修
症
例
報
告
担
当　

音
琴
淳
一
）

安
全
衛
生
年
間
計
画
に
基
づ
く
職
場
巡
視
を
実
施

火
災
発
生
要
因
と
な
る
も
の
を
重
点
的
に
チ
ェ
ッ
ク

長
い
臨
床
経
験
を
見
据
え
て
弛
ま
ぬ
努
力
を

２
０
１
３
年
度 

病
院
臨
床
研
修
歯
科
医
症
例
報
告
会安全衛生委員による職場巡視

参加者からの質問に答える前島室長（左）

臨
床
研
修
歯
科
医
に
よ
る
発
表

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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Economic News 内外の経済　2月26日付

▲

株価 東京外国為替相場と各国定期預金金利
 （3カ月物）日本 　14,962.75円

米国 　16,179.66ドル 米ドル 103.15円 0.01％▲

金地金店頭価格� （消費税込み） 英ポンド 171.30円 0.10％
売り（１グラム） 4,653円 ユーロ 141.40円 0.01％
買い（１グラム） 4,570円 スイスフラン 116.15円 0.01％▲

白金地金店頭価格�（消費税込み） タイバーツ 3.22円 0.10％
売り（１グラム） 5,026円 日本円 ——— 0.10％
買い（１グラム） 4,901円 （シティバンク調べ）

１
日
㈯

　

一
般
入
試
〈
Ⅱ
期
〉

　

セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
〈
Ⅱ
期
〉

　

特
待
生
選
考
試
験
〈
Ⅱ
期
〉

　

編
入
学
試
験
〈
Ⅱ
期
〉

　

編
入
特
待
生
選
考
試
験
〈
Ｂ
〉

２
日
㈰

　

第
23
回
歯
科
衛
生
士
国
家
試
験

５
日
㈬

　

一
般
入
試
〈
Ⅱ
期
〉

　

セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
〈
Ⅱ
期
〉

〔
退
職
〕　

１
月
31
日
付

　

上
原
由
美
子 

（
看
護
師
室
看
護
師
）

　

大
澤　
　

愛 （
歯
科
衛
生
士
室
歯
科
衛
生
士
チ
ー
フ
）

　
　
　
　

２
月
６
日
付

　

桑
沢
の
ど
か （
放
射
線
検
査
室
診
療
放
射
線
技
師
）

〔
採
用
〕　

２
月
１
日
付

　

新
井　
　

彩 （
看
護
師
室
看
護
師（
契
約
職
員
））

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報室
www.mdu.ac.jp

■お問い合わせ■

●試験日
3月16日㈰

●出願期間
2月26日㈬～ 3月12日㈬

●合格者発表
3月19日㈬

●試験場
本学・東京・大阪

一 般 入 試（Ⅲ期）

センター利用入試（Ⅲ期）

特待生選考試験（Ⅲ期）
　

特
待
生
選
考
試
験
〈
Ⅱ
期
〉

　

編
入
学
試
験
〈
Ⅱ
期
〉

　

編
入
特
待
生
選
考
試
験
〈
Ｂ
〉

　
　

合
格
者
発
表

６
日
㈭

　

松
本
歯
科
大
学

　

松
本
歯
科
大
学
大
学
院

　

松
本
歯
科
大
学
衛
生
学
院

　
卒
業
証
書
授
与
式
・
学
位
記
授
与
式

７
日
㈮
～
10
日
㈪

　

衛
生
学
院
後
期
試
験
（
第
２
学
年
）

16
日
㈰

　

一
般
入
試
〈
Ⅲ
期
〉

　

セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
〈
Ⅲ
期
〉

　

特
待
生
選
考
試
験
〈
Ⅲ
期
〉

18
日
㈫

　

第
107
回
歯
科
医
師
国
家
試
験

　
　

合
格
者
発
表

19
日
㈬

　

一
般
入
試
〈
Ⅲ
期
〉

　

セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
〈
Ⅲ
期
〉

　

特
待
生
選
考
試
験
〈
Ⅲ
期
〉

　
　

合
格
者
発
表

27
日
㈭

　
第
23
回
歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
合
格
者
発
表

27
日
㈭
～
28
日
㈮

　

大
学
院
発
表
会

――――松本歯科大学校友会――――

Alumni News
　

昨
年
10
月
５
日
（
土
）
に
、
松
本

市
中
央
に
あ
り
ま
す
「
食
彩
酒
房
・

ぼ
ん
さ
ん
て
」
に
て
、
２
０
１
３
年

度
校
友
会
兵
庫
県
支
部
主
催
に
よ
る

兵
庫
県
人
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
か
ら
は
、
岩
本
正
人
会

長
（
10
期
生
）
を
は
じ
め
、
松
川　

茂
専
務
理
事
（
11
期
生
）、
松
岡
由

輝
啓
先
生
（
19
期
生
）
が
お
越
し
に

な
り
ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
、
口
腔

解
剖
学
第
１
講

座
・
金
銅
英
二

教
授
、
歯
科
麻

酔
学
講
座
・
谷

山
貴
一
講
師
、

そ
し
て
一
昨
年

度
ま
で
大
学
に

在
席
さ
れ
て
い

た
播
磨
宏
眞
先

生
（
32
期
生
）

も
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、

６
学
年
生
か
ら
新
１
学
年
生
ま
で
、

在
学
中
の
た
く
さ
ん
の
学
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ご
と
く
、
新
１
学
年
生
の

紹
介
と
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
上
級
生

ま
で
挨
拶
を
し
た
あ
と
、
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
か
ら
お
言
葉

を
賜
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
岩
本
会
長
が
新
入
生
歓

迎
の
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
そ
の

後
、
６
学
年
生
の
方
々
の
こ
と
を
気

に
な
さ
れ
て
、「
私
は
、
６
学
年
生

の
諸
君
が
無
事
に
卒
業
し
、
歯
科
医

師
国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
を
応

援
す
る
た
め
に
長
野
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。
本
当
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い

た
い
。
ま
た
、
５
学
年
生
以
下
の
学

生
諸
君
に
も
勉
強
に
真
摯
に
取
り
組

み
、
立
派
な
歯
科
医
師
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」
と
激
励
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
金
銅
教
授
は
「
い
つ
で
も

応
援
し
て
い
る
の
で
、
な
に
か
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
気
軽
に
相
談
に
来

て
く
だ
さ
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
学
生
の
こ
と
を
気
に
か
け
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
諸
先
生
方
に
、
学

生
一
人
ひ
と
り
が
感
謝
の
意
を
申
し

上
げ
ま
し
た
。

　

金
銅
教
授
、
谷
山
講
師
は
、
学
会

で
ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た

山
梨
や
横
浜
と
い
っ
た
遠
方
に
出
か

け
て
お
ら
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
兵
庫
県
人
会
の
た
め
に
急
い
で

帰
っ
て
き
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
松
本
歯
科
大
学
に
入
学
し
、

早
３
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
学
生
生
活
も
折
り
返
し
点
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、基
礎
実
習
、

Ｃ
Ｂ
Ｔ
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
、
臨
床
実
習
、

歯
科
医
師
国
家
試
験
と
難
関
が
待
ち

構
え
て
お
り
ま
す
が
、
す
ば
ら
し
い

Ｏ
Ｂ
・
先
輩
方
と
可
愛
い
後
輩
に
恵

ま
れ
、
こ
の
困
難
も
必
ず
や
乗
り
越

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
諸
先
輩
方
が
私
た

ち
学
生
の
こ
と
を
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
と
思
う
と
心
強
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
も
兵
庫
県
人
会
で
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

（
第
３
学
年　

後
藤
田
善
士
）

兵庫県支部主催の兵庫県人会

在学生激励会を開催

優
し
さ
に
囲
ま
れ
夢
を
叶
え
る
桃
源
郷

大
学
院
第
２
学
年　

祁チ
ー　

君ジ
ュ
ン
ロ
ン容

　

日
本
に
来
て
も
う
す
ぐ
２
年
の
歳

月
が
流
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
僕
は
松
本
歯
科
大
学
大
学
院
顎

口
腔
機
能
制
御
学
講
座
の
臨
床
機
能

評
価
学
で
「
外
耳
道
内
圧
の
変
化
を

用
い
た
顎
運
動
の
推
定
」
を
テ
ー
マ

に
研
究
し
て
い
ま
す
。
こ
の
２
年
間

は
と
て
も
多
く
の
こ
と
が
あ
り
、
僕

の
人
生
の
な
か
で
大
き
な
歩
み
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
僕
は
自
分
が
非
常

に
幸
運
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

僕
は
多
く
の
留
学
生
と
同
様
に

ず
っ
と
日
本
に
憧
れ
て
い
ま
し

た
。
２
年
前
、
僕
が
乗
っ
た
飛

行
機
が
名
古
屋
中
部
国
際
空

港
に
着
陸
し
、
日
本
の
大
地
に

降
り
立
っ
た
時
、
そ
の
瞬
間
自

分
の
夢
が
叶
え
ら
れ
た
と
い
う

実
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

松
本
歯
科
大
学
で
は
留
学
生
と
し

て
全
て
が
新
鮮
に
感
じ
、
身
の
回
り

で
起
こ
る
全
て
に
好
奇
心
が
湧
い
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
理

解
す
る
た
め
に
は
ま
ず
日
本
語
の
壁

を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

僕
は
日
本
に
来
る
前
に
日
本
語
能

力
試
験
Ｎ
２
を
取
得
し
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
来
日
し
て
感
じ
た
の
は
勉

強
し
た
能
力
試
験
の
日
本
語
表
現

と
、
周
り
の
人
た
ち
が
話
し
て
い
る

言
葉
が
全
く
違
う
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
幸
い
大
学
の
先
生
方
が
と
て
も

熱
心
で
親
切
で
あ
り
、
辛
抱
強
く
大

学
と
研
究
の
概
況
を
私
に
紹
介
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
、
す
ん
な
り
学
習

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
も
留
学
生
の
日
本
語
能
力
向
上

の
た
め
、
大
学
が
日
本
語
学
習
ク
ラ

ス
を
開
講
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

松
本
歯
科
大
学
大
学
院
歯
学
独
立

研
究
科
は
、
豊
か
な
創
造
力
を
有
す

る
研
究
者
を
育
成
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
社
会
環
境
へ
の
適
応
力
や
専

門
技
術
の
修
得
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

大
学
の
教
授
陣
は
専
門
領
域
に
精
通

し
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

多
方
面
の
幅
広
い
知
識
を
有
し
、
ま

さ
に
学
識
が
広
く
て
深
い
先
生
方
で

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

院
生
は
自
分
の
研
究
活
動
以
外
に

も
各
種
学
会
に
参
加
す
る
機
会
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
研
究
成
果
を
発

表
す
る
と
と
も
に
研
究
に
関
す
る
最

新
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歯
科
界
の
内
外
の
人
た
ち
と
の
交
流

を
経
て
、
知
識
だ
け
で
な
く
新
た
な

友
人
と
も
知
り
合
え
る
大
変
有
意
義

な
機
会
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
と
あ
る
番
組
で
世
界
で
一
番

安
全
な
国
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
見
ま
し
た
ら
、
そ
の
結
果
は

日
本
が
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
で
し
た
。

僕
も
こ
の
結
果
に
大
賛
成
で
、
ま
た

実
感
し
て
も
い
ま
す
。

　

大
学
の
内
外
に
お
い
て
、
い
つ
で

も
日
本
人
の
優
し
さ
が
感
じ
と
れ
ま

す
。
長
野
県
特
有
の
美
し
い
自
然
環

境
に
包
ま
れ
て
い
る
松
本
歯
科
大
学

で
の
留
学
生
活
は
静
か
で
す
が
、
孤

独
感
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
る
で

桃
源
郷
み
た
い
で
す
。

　

僕
は
、
夢
の
よ
う
な
理
想
の
場
所

で
、
必
ず
自
分
の
夢
を
叶
え
て
み
せ

ま
す
!

祁 君容君（左）と倉澤郁文指導教授

　

２
月
23
日
（
日
）、
父
母
会
韓
国

支
部
が
発
足
し
た
。
新
支
部
の
開
設

は
、
留
学
生
の
保
護
者
か
ら
の
強
い

要
望
や
意
見
交
換
の
場
を
求
め
る
声

に
応
え
る
た
め
で
、
歯
学
部
の
父
母

を
中
心
に
昨
年
よ
り
準
備
が
進
め
ら

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
日
、
ソ
ウ
ル
市
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
「
Ｔ
園
」
に
留
学
生
父
母
11
組
17

人
が
集
ま
り
、
支
部
会
設
立
を
決
議

し
、
本
学
大
学
院
第
２
学
年
・
洪ホ

ン　

在ジ
ェ
ユ
ン潤

君
（
35
期
生
）
の
母
親
で
あ
る

李イ 

惠ヘ
リ
ョ
ン蓮
氏
が
満
場
一
致
で
初
代
支

部
会
長
に
指
名
さ
れ
た
。
副
会
長
は

第
６
学
年
生
・
金キ

ム　

我ア
ヨ
ン妍

さ
ん
の
母

親
で
あ
る
李イ　

惠ヘ
ス
ク淑
氏
。
ま
た
本
会

事
務
は
金キ

ム

敏ミ
ン
ス洙

韓
国
担
当
部
長
が

あ
た
る
。

　

初
代
支
部
会
長
に
就
任
し
た
李
氏

は
「
父
母
会
韓
国
支
部
が
結
成
で
き

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に

皆
さ
ん
が
強
い
絆
を
持
ち
、
協
力
し

な
が
ら
密
な
る
連
携
を
は
か
っ
て
い

く
こ
と
を
望
み
ま
す
。
ご
子
女
の
皆

さ
ま
方
の
歯
科
医
師
国
家
試
験
の
全

員
合
格
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。

（
事
務
局　

次
長　

臼
井
弘
泰
）

父
母
会
韓
国
支
部
が
発
足

留
学
生
父
母
の
活
発
な
交
流
に
期
待
し
て初代支部会長に就任した李氏（前列奥から3 人目）

留学生が日本語能力試験に挑戦

４人が最高難易度の N１を取得

　

２
０
１
３
年
度
に
入
学
し
た
留
学

生
21
人
が
、
昨
年
７
月
７
日
（
日
）

と
12
月
１
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
た

日
本
語
能
力
試
験
を
受
験
し
、
４
人

が
最
高
難
易
度
の
N
１
を
取
得
し
た
。

　

国
際
交
流
基
金
と
日
本
国
際
教
育

支
援
協
会
が
主
催
す
る
日
本
語
能
力

試
験
（
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）
は
年
２
回
、
日

本
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
21
の
国
と

地
域
で
実
施
さ
れ
、
年
間
50
万
人
ほ

ど
が
受
験
し
て
い
る
最
大
規
模
の
日

本
語
試
験
で
あ
る
。
レ
ベ
ル
は
最
上

級
の
N
１
か
ら
N
５
ま
で
５
段
階
あ

り
、
試
験
科
目
は
文
法・語
彙・読
解・

聴
解
が
あ
る
。

　

日
本
語
能
力
試
験
取
得
の
た
め
、

本
年
度
よ
り
入
学
初
年
度
の
留
学
生

は
既
に
N
１
を
取
得
し
て
い
る
者
を

除
き
、
４
月
よ
り
月
曜
か
ら
金
曜
日

の
５
時
限
目
に
日
本
語
授
業
を
実
施
、

基
礎
か
ら
し
っ
か
り
勉
強
し
た
。
通

常
授
業
と
の
同
時
進
行
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
留
学
生
に
と
っ
て
は
時
間

的
余
裕
の
少
な
い
な
か
、
み
な
初
年

度
の
う
ち
に
日
本
語
レ
ベ
ル
を
向
上

さ
せ
、
実
習
な
ど
に
お
け
る
言
葉
の

壁
を
無
く
す
べ
く
一
生
懸
命
学
習
に

取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
N
２
以

上
の
日
本
語
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

残
念
な
が
ら
今
回
N
１
を
取
得
で
き

な
か
っ
た
留
学
生
も
入
学
当
初
よ
り

大
幅
な
語
学
力
向
上

が
見
ら
れ
た
。

　

第
２
学
年
の
ア
メ

リ
カ
人
留
学
生
リ
ン
・

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
君

は
、「
今
回
の
成
績
は

ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

で
も
１
年
間
が
ん
ば

っ
て
き
た
努
力
の
成

果
だ
と
思
っ
て
自
分

を
褒
め
た
い
。
今
回
の
N
１
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
の
で
、
今
後
も
日
本
語

力
の
向
上
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
た
。

　

来
年
度
以
降
も
留
学
生
の
入
学
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
日
本

語
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

（
法
人
室　

留
学
生
課　

主
任　

酒
井
康
成
）

同郷の在学生らが大勢集まった兵庫県人会

第 2 学年・リン・クリフトファー君

第 1 学年・慶
キョン

 浩
ホソン

善君第 1 学年・朴
パク

 相
サンミン

玟君

第 1 学年・呉
ゴ

 孟
モウカン

翰君


